
第１学年 音楽科学習指導案  
音楽科研究室 

 
１ 題材  ようすを おもいうかべてうたおう 
 
２ 教材  はる なつ あき ふゆ（三浦真理作詞・作曲） 
 
３ 指導に当たっての考え方 

本学級の実態 
○ 音楽が好きな子どもは多いが，身体表現をしながら歌ったり，自信をもって声を出して歌ったりすることに消

極的な児童が多い。しかし，月の歌や英語の歌を歌うことを通して，少しずつ声を出して歌うことを楽しんで

いる様子も見られる。 
○ 歌詞の内容に合わせて身体表現をしながら歌うことはあったが，唱法を工夫する経験は十分ではない。 
○ 自分の歌声や呼吸や発声の仕方に気を付けて歌うことはまだできていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導目標 
○ 歌詞の表す情景を想像したり，楽曲の気分を感じ取ったりし，思いをもって歌おうとしている。 
                                         （関心・意欲・態度） 
○ 歌詞の内容や旋律の特徴を感じ取ったりしながら，唱法を工夫することができる。 

（感受・表現の工夫） 
○ 自分の歌声や発音に気を付けて，表情豊かに歌うことができる。 

（表現の技能） 

このような教材で 
楽曲「はる なつ あき ふゆ」は，四季の

様子をわかりやすくフレーズごとに表した歌

唱曲である。特徴的な要素を分析すると以下

のように考えられる。 
○ 歌詞；四季の様子が子ども達に身近な簡

単な言葉で表されている。 
○ 唱法；歌詞の内容に合わせて，工夫する

ことによって，四季の変化を表現できる。 
○ 強さ；１番から２番は mp→mf でだんだ
ん強くすることで動きが高まる様子を，

３番から４番はmp→pで弱めることで動
きの静寂さを表現することができる。  

 
本教材は，歌詞や旋律などから醸し出される

曲想をもとに歌ったり唱法を工夫したりするの

に適した教材だといえる。 

このような指導・支援で 
つかむ段階では，歌詞が表す内容を思い浮か

べ，表現の見通しをもたせることをねらいとす

る。そのために，縦書き歌詞を示して楽曲に出

会わせ，全体的な曲想をとらえさせた後，「は

るなつあきふゆのをくふうしてうたおう。」と

いうめあてを提示する。そして，歌詞を元に情

景画を作成していく。歌詞内容や情景画をもと

に，キーワードとなることばの取り出しをし，

はるの歌詞の内容を想像しながら，歌うことが

できるようにする。 
深める・味わう段階では，前時に学習した曲

のイメージを持ちながら，はると比較してのな

つ・あき・ふゆの歌詞の内容に合わせてよりよ

い表現をする。はると同様にイメージを絵にし

たものを用いながら，キーワードとなることば

の取り出しをし，歌詞の内容を想像しながら歌

うことができるようにする。 
 



４ 歌う内容，歌う活動，教師の支援の設定 
楽曲分析 歌う内容 歌う活動 教師の支援 

○それぞれの季節の様

子や情景をとらえて想

像豊かに歌うこと 

  

○歌詞や旋律を正しく

覚えて歌うこと 
○覚えて歌う。 ○縦書きの歌詞を提示する 

○情景画を提示する 
○範唱ＣＤを聴かせる 

曲想 四季の特徴を子ども達に

身近な簡単な言葉で表し

た歌曲 
 

 

  歌詞；四季の様子が子ども

達に身近な言葉で表

されている。 
 
  唱法；歌詞の内容に合わせ

て，工夫することに

よって，四季の変化

を表現できる。 
 
 
  強さ；歌詞が表す四季の様

子に合わせて 

○季節の様子や情景に

合った歌い方を工夫し

て歌うこと 

○覚えて歌う。 
○感じて歌う。 
○合わせて歌う。 
○工夫して歌う。 

○情景画を提示する 
○具体物を提示する 
○範唱ＣＤを聴かせる 
○体を動かして歌わせる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５ 指導計画（全３時間） 

 つかむ① 深める・味わう②（１／２本時） 
ね 
ら 
い 

題材「はる なつ あき ふゆ」に触れ，学習のめ

あてをつかみ，歌詞や旋律を正しく覚えて歌う。 
季節の様子や情景に合った歌い方を工夫して歌う。 

 
 
１ なつの曲の気分を感じて工夫して歌う。 
(1)  なつの歌詞の様子を想像し，体を動かして歌
う。 
大きなくじら・ざぶん・・・強く，勢いよく 
たいよう きらきら・・・明るく 

(2) 具体物の動きに合わせて体を動かしながら歌
う。 
４ あきの曲の気分を感じて工夫して歌う 
(1) あきの歌詞の様子を想像し，体を動かして歌

う。 
こりす・・・小さい声で，かわいらしく 
いそいで・・・速く 

(2) 具体物の動きに合わせて体を動かしながら歌
う。 

４ 本時のまとめとして，振り返りをする。 

主

な

活

動

と

内

容 

１ 「はる なつ あき ふゆ」と出会い，本時のめ

あてをつかむ。 
(1) 題材名・曲名・範唱ＣＤから，学習の見通しをも

つ。 
(2) 本時のめあてをつかむ。 
 
 
 
２ はるの曲の気分を感じて工夫して歌う。 
 (1) はるの歌詞の様子を想像し，体を動かして歌
う。 
 ゆれる・・・やさしく，メゾピアノで 
ふわり・・・やさしく，メゾピアノで 

(2)  具体物の動きに合わせて体を動かしながら歌
う。 
 
  

３ 本時学習のまとめとして，振り返りをする。 
 
 
３ ふゆの曲の気分を感じて工夫して歌う 
(1) ふゆの歌詞の様子を想像し，体を動かして歌う。 
ちいさなほし，ひかる・・・小さい声で 
きたかぜつめたい・・・ちいさく 

(2) 具体物の動きに合わせて体を動かしながら歌
う。 
４ まとめとして四季を通して「はるなつあきふ

ゆ」を歌う。 

 
６ 本時   １０月２７日   ５校時  １年○組教室 
 
７ 本時の目標 

○歌詞の表す情景を想像したり，楽曲の気分を感じ取ったりし，思いをもって歌おうとしている。 
                                         （関心・意欲・態度） 
○歌詞の内容や旋律の特徴を感じ取ったりしながら，唱法を工夫することができる。 （感受・表現の工夫） 
○自分の歌声や発音に気を付けて，表情豊かに歌うことができる。            （表現の技能） 

８ 準備  教師：拡大歌詞 情景画 具体物 範唱ＣＤ  

はる をくふうしてうたおう。 

なつ あき をくふうしてうたおう。 

ふゆ を くふうしてうたおう。 



９ 展開 
歌う内容 歌う活動 教師の支援 

１ 前時学習を振り返り，本時のめあてをつか

む。 
 
 
２ なつの曲の気分を感じて工夫して歌う。 
(1) なつの歌詞の様子を想像し，体を動かして
歌う。 
○ことばを取り出して，なつのイメージを

感じ取らせること。 
「くじら」「ざぶん」「きらきら」 

 
(2) 具体物の動きに合わせて体を動かして歌
う。 
○体の動きに合わせて，大きく勢いのある

なつの歌い方を工夫すること 
  「くじら」「ざぶん」 
  強く，勢いよく歌うこと 
  「きらきら」 
  明るく歌うこと 
(3) はるとなつの曲の気分を感じて歌う。 
○はるとなつの曲の気分を感じて歌うこと 

 
３ あきの曲の気分を感じて工夫して歌う。 
(1) あきの歌詞の様子を想像し，体を動かして
歌う。 
○ことばを取り出して，あきのイメージを

感じ取らせること 
「こりす」「ちょろり」「いそいで」 

(2) 具体物の動きに合わせて体を動かしながら
歌う。 
○体の動きに合わせて，軽やかな秋の歌い

方を工夫すること 
「こりす・ちょろり」 
小さい声で，かわいらしく 
「いそいで」 
軽やかに，少し速く 

(3) なつとあきの曲の気分を感じて歌う。 
○なつとあきの曲の気分を感じて，歌うこ

と。 
 
４ 本時のまとめをする。 

 
 
 

 
 
感じて歌う 

 
 
 
 
 

感じて歌う 
工夫して歌う 

 
 
 
 
 
 

感じて歌う 
 
 
感じて歌う 

 
 
 
 
 
 

感じて歌う 
工夫して歌う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

合わせて歌う 

 
 
 
 
○ 拡大歌詞を提示して，歌詞を正しく歌うこ

とができるようにする。 
○ 具体的に想像させるために，情景画を提示

する。 
 
 
 
○ 具体物を提示し，その具体物の動きに合わ

せて歌うことで，なつの元気な，勢いのあ

る曲の気分を感じ取らせる。 
 
 
 
 
 
○ なるとなつの曲の気分の違いを感じ取り

ながら歌うことができるようにするため

に，はるとなつの違いを聴き取り評価する

ように事前に指示する。 
 
 

○ 情景画の中に，情景物を提示する。 
 

 
 

○ 具体物を提示し，その具体物の動きに合わ

せて歌うことで，あきの曲の気分を感じ取

らせる。 
 

 
 
 
 
 
 

○ 歌う役と聞き役に分かれてよさを確かめ
る。 

なつ あき をくふうしてうたおう。 



 


